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１ 環境保全対策 
 
（１）公害苦情等の件数 

 

①公害苦情等の件数                             （単位：件） 

種類 

年度 

大気 

汚染 

水質 

汚濁 
騒音 振動 悪臭 

土壌 

汚染 

地盤 

沈下 
その他 計 

H26 50 14 19 0 24 0 0 134 241 

H27 58 18 12 0 6 0 0 161 255 

H28 41 11 18 １ 13 0 0 183 267 

H29 59 9 18 1 6 0 0 174 267 

H30 53 31 22 1 14 0 0 78 199 
 
 
②平成 30年度発生源別苦情件数内訳                     （単位：件） 
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典
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７

公
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大気汚染 10   3 2   1    28   1  4 4 53 

水質汚濁 6    1 1  3 1   2     2 15 31 

騒 音 1   5 5  1 2 3   4      1 22 

振 動         1          1 

悪 臭 1    3    4   4      2 14 

土壌汚染                    

地盤沈下                    

計 18   8 11 1 1 6 9   38   1  6 22 121 

そ の 他 2   8 1  1 3 1   27  3 7 1 20 4 78 

合  計 20   16 12 1 2 9 10   65  3 8 1 26 26 199 
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（２）公害の現状 

  ①大気 

   ア 二酸化硫黄（年平均値）                          (ppm) 

測定局 

年度 
八代市役所 

（一般環境測定局） 
八代市保健センター 
（一般環境測定局） 

八 代 
（自動車排ガス測定局） 

H25 0.002 0.002 0.003 

H26 0.002 0.003 0.003 

H27 0.002 0.002 0.003 

H28 0.002 0.002 0.002 

H29 0.002 0.002 0.003 

 出典：「大気・化学物質・騒音等環境調査報告書第 53報」熊本県環境生活部（平成 30 年 9 月）発行 

   

   イ 二酸化窒素（年平均値）                         (ppm) 

  測定局 

 年度 

八代市役所 
(一般環境測定局) 

八代八千把 
（一般環境測定局） 

八代市保健センター 
（一般環境測定局） 

八 代 
（自動車排ｶﾞｽ測定局） 

H25 0.011 0.008 0.007 0.015 

H26 0.010 0.007 0.007 0.015 

H27 0.010 0.007 0.006 0.014 

H28 0.009 0.007 0.007 0.013 

H29 0.008 0.007 0.006 0.013 

 出典：「大気・化学物質・騒音等環境調査報告書第 53報」熊本県環境生活部（平成 30 年 9 月）発行 

 

   ウ 浮遊粒子状物質（年平均値）                       (mg/㎥) 

  測定局 

 年度 

八代市役所 

(一般環境測定局) 

八代八千把 

（一般環境測定局） 

八代市保健センター 

（一般環境測定局） 

八 代 

（自動車排ｶﾞｽ測定局） 

H25 0.022 0.021 0.020 0.024 

H26 0.021 0.020 0.019 0.023 

H27 0.017 0.019 0.016 0.016 

H28 0.018 0.021 0.019 0.018 

H29 0.018 0.019 0.017 0.016 

 出典：「大気・化学物質・騒音等環境調査報告書第 53報」熊本県環境生活部（平成 30 年 9 月）発行 
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 ②水質 

ア 河川の水質（ＢＯＤの年平均）                      (mg/ℓ) 

水 域 名 河川名 地 点 名 
類

型 

環  境 

基準値 

年  度 

H25 H26 H27 H28 H29 

球 磨 川 
球磨川 

坂 本 橋 Ａ 2以下   0.7  0.9   0.5   0.6   0.5  

横 石 Ａ 2以下   0.6  0.5   0.5  0.5  0.5 

新萩原橋 Ａ 2以下   0.7  0.5   0.6   0.5   <0.5  

金 剛 橋 Ａ 2以下   0.7  0.6   0.5   0.5    0.6  

前  川 前 川 橋 Ａ 2以下   0.7  0.6   0.5 0.5  0.6 

氷 川 等 
氷  川 白 岩 戸 Ａ 2以下  <0.5   0.6   0.6 <0.5 <0.5 

大鞘川 第二大鞘橋  Ｂ 3以下    1.2    1.3    0.9  0.9  1.2 

そ の 他 

水無川 産 島 橋 － －   12  18   12  18  11 

流藻川 
千 鳥 橋 － －   1.5  1.2   1.8  1.4  － 

流藻川河口  － －    1.5   2.3   1.3   1.3    1.5  

 出典：「平成 29 年度水質調査報告書（公共用水域及び地下水）」熊本県（平成 30 年 10 月）発行 

 

イ 海域の水質（ＣＯＤの年平均）                      (mg/ℓ) 

 出典：「平成 29 年度水質調査報告書（公共用水域及び地下水）」熊本県（平成 30 年 10 月）発行 

 

ウ 主な工場の排出水水質（年平均）                     （mg/ℓ） 

 ※八代市調査結果 

水 域 名 地  点  名 
類

型 

環 境 

基準値 

年 度 

H25 H26 H27 H28 H29 

八代地先 

Ｓｔ－1 水無川河口 Ｃ 8 以下 2.2 1.9 2.1 2.3 2.1 

Ｓｔ－2 八 代 港 内 Ｃ 8 以下 2.5 1.9 2.0 2.0 2.0 

Ｓｔ－3 大鞘川地先 Ｂ 3 以下 2.2 2.0 2.0 2.0 1.9 

Ｓｔ－4 水無川地先 Ｂ 3 以下 2.1 1.9 2.1 2.0 1.9 

Ｓｔ－5 前 川 河 口 Ｂ 3 以下 1.9 1.9 1.8 1.9 1.9 

Ｓｔ－6 水無川地先 Ａ 2 以下 2.0 1.9 1.9 1.9 1.8 

Ｓｔ－7 前 川 地 先 Ａ 2 以下 2.0 1.8 1.8 1.8 1.7 

Ｓｔ－8 球磨川河口 Ｂ 3 以下 2.0 1.9 1.9 2.0 1.9 

工 場 名 項 目 
年 度 

H26 H27 H28 H29 H30 

日 本 製 紙 ㈱ 八 代 工 場 
Ｓ Ｓ 22 22 22 17 18 

ＣＯＤ 39 38 39 40 40 

ＫＪケミカルズ㈱八代工場 
Ｓ Ｓ 5 7 10 9 7 

ＣＯＤ 10 8.9 9.7 10 9.8 

ＹＫＫＡＰ㈱九州製造所 
Ｓ Ｓ <2 <2 <2 <1 <1 

ＣＯＤ 5.3 5.1 6.5 7.8  8.2  
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③悪臭 
  ア 主要な事業場の敷地境界線における特定悪臭物質 

事業場及び項目 

年度 

日本製紙㈱八代工場 

硫化水素 ﾒﾁﾙﾒﾙｶﾌﾟﾀﾝ 硫化ﾒﾁﾙ 二硫化ﾒﾁﾙ 

H26 

最大値(ppm) 0.029 0.0034 0.004 <0.0009 

最小値(ppm) <0.002 <0.0002 <0.001 <0.0009 

基準超過回数 
 ／測定回数 1/12 1/12 0/12 0/12 

H27 

最大値(ppm) 0.006 0.0011 <0.001 <0.0009 

最小値(ppm) <0.002 <0.0002 <0.001 <0.0009 

基準超過回数 
 ／測定回数 0/12 0/12 0/12 0/12 

H28 

最大値(ppm) 0.007 <0.0002 0.002 <0.0009 

最小値(ppm) <0.002 <0.0002 <0.001 <0.0009 

基準超過回数 
 ／測定回数 0/12 0/12 0/12 0/12 

H29 

最大値(ppm) 0.018 0.0019 0.003 <0.0009 

最小値(ppm) <0.002 <0.0002 <0.001 <0.0009 

基準超過回数 
 ／測定回数 0/12 0/12 0/12 0/12 

H30 

最大値(ppm) 0.019 0.016 0.004 <0.0009 

最小値(ppm) <0.002 <0.0002 <0.001 <0.0009 

基準超過回数 
 ／測定回数 0/12 0/12 0/12 0/12 

※八代市調査結果 

 

 ④地下水位（年平均）                        (海面海抜高度：ｍ) 

観測井名 地層区分 
年平均水位 

H27 H28 H29 H30 

麦 島 小 学 校 Ｓ 1.04 1.08 1.05 1.04 

日 奈 久 新 開 町 Ｓ 0.00 0.05 0.03 0.02 

南 平 和 町 Ｓ 0.30 0.32 0.27 0.28 

古 閑 上 公 民 館 Ｓ 0.84 0.91 0.87 0.84 

第 七 中 学 校 ＤⅠ -0.24 -0.23 -0.30 -0.28 

八 代 清 流 高 校 Ｆ 2.53 2.64 2.56 2.59 

降 雨 量（mm） 1691.0 2299.0 2306.0 1961.0 

  ※Ｆ･･･扇状地礫層 Ｓ･･･島原海湾層 ＤⅠ･･･未区分洪積層Ⅰ層 ＤⅡ･･･未区分洪積層Ⅱ層 

   

 

（３）法令に基づく公害規制 

 ①大気汚染防止法 

  ア いおう酸化物の排出規制（Ｋ値） 

区域 Ｋ値 

(旧)八代市の区域 11.5 

その他の区域 17.5 
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 ②水質汚濁防止法 

工場・事業場名 ｐＨ 

規制基準値 

ＳＳ（mg/ℓ） ＣＯＤ（mg/ℓ） ＢＯＤ（mg/ℓ） 

日最大 日平均 日最大 日平均 日最大 日平均 

日 本 製 紙 ㈱ 八 代 工 場 5.8～8.6 50 35 80 65 80 65 

ＫＪケミカルズ㈱八代工場 5.8～8.6 40 18.5※ 45 35 80 60 

メルシャン㈱八代工場 5.8～8.6 50 35※ 30 20 30 20 

ＹＫＫＡＰ㈱九州製造所 5.8～8.6※ 25※ 20※ 25 20 － － 

  ※市と締結している環境保全協定で規定している協定値 

   

 ③悪臭防止法                                  （ppm） 

特 定 悪 臭 物 質 
臭気強度 

基準適用年月日 
2.5 3 3.5 

ア ン モ ニ ア    1    2    5 

昭和 49年 3 月 1日 

メ チ ル メ ル カ プ タ ン    0.002    0.004    0.01 

硫 化 水 素    0.02    0.06    0.2 

硫 化 メ チ ル    0.01    0.05    0.2 

ト リ メ チ ル ア ミ ン    0.005    0.02    0.07 

二 硫 化 メ チ ル    0.009    0.03    0.1 

昭和 53年 4 月 1日 ア セ ト ア ル デ ヒ ド    0.05    0.1    0.5 

ス チ レ ン    0.4    0.8    2 

プ ロ ピ オ ン 酸    0.03    0.07    0.2 

平成 3年 6月 1日 
ノ ル マ ル 酪 酸    0.001    0.002    0.006 

ノ ル マ ル 吉 草 酸    0.0009    0.002    0.004 

イ ソ 吉 草 酸    0.001    0.004    0.01 

プロピオンアルデヒド    0.05    0.1    0.5 

平成 8年 1月 1日 

ノルマルブチルアルデヒド    0.009    0.03    0.08 

イソブチルアルデヒド    0.02    0.07    0.2 

ノルマルバレルアルデヒド    0.009    0.02    0.05 

イソバレルア ルデヒド    0.003    0.006    0.01 

イ ソ ブ タ ノ － ル    0.9    4   20 

酢 酸 エ チ ル    3    7   20 

メチルイソブチルケトン    1    3    6 

ト ル エ ン   10   30   60 

キ シ レ ン    1    2    5 

  ※    は、八代市の規制基準 
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 ④騒音規制法 

  ア 特定工場等に係る規制基準 

時間 
区域 

昼間（午前 8時～午後 7時） 
朝（午前 6 時～午前 8 時） 
夕（午後 7時～午後 10 時） 

夜間（午後 10 時～午前 6時） 

第 1 種区域 50 デシベル 45 デシベル 40 デシベル 

第 2種区域 60 デシベル 50 デシベル 45 デシベル 

第 3種区域 65 デシベル 60 デシベル 50 デシベル 

第 4種区域 70 デシベル 65 デシベル 60 デシベル 

 

  イ 特定建設作業に係る規制基準 

          区域 
規制種別 

1 号 区 域 2 号 区 域 

騒  音  基  準 85 デシベル 

作  業  時  刻 午前 7時から午後 7時まで 午前 6時から午後 10 時まで 

1 日当たりの作業時間 10 時間／日を超えない 14 時間／日を超えない 

作  業  の  期  間 連続して 6日を超えないこと 

休   業   日 日曜日、その他の休日（祝祭日） 

 

⑤振動規制法 

  ア 特定工場等に係る規制基準 

          時間  
区域 

昼間（午前 8時～午後 7時） 夜間（午後 7時～午前 8時） 

第 1種区域 60 デシベル 55 デシベル 

第 2種区域 65 デシベル 60 デシベル 

 

イ 特定建設作業に係る規制基準 
         区域 

規制種別 
1 号 区 域 2 号 区 域 

振 動 の 基 準 75 デシベル 

作  業  時  刻 午前 7時から午後 7時まで 午前 6時から午後 10 時まで 

1 日当たりの作業時間 10 時間／日を超えない 14 時間／日を超えない 

作 業 の 期 間 連続して 6日を超えないこと 

休   業   日 日曜日、その他の休日（祝祭日） 

 

（４）八代市公害防止条例 

施  行  平成 17 年 8 月 1 日 

目  的 法令に特別の定めがあるものを除くほか、公害防止に関し、必要な事項を定

めることにより市民の健康を保護すると共に生活環境の保全を図り、もって

市民の福祉の増進に寄与する。 
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（５）啓発・広報活動 

 八代市では、地球環境及び地域環境の現状について多くの市民、特に次世代を担う子ども

達に情報を提供することにより、市民一人ひとりが環境について関心を持ち、環境を守る取

組みの第一歩を身近なところから始めてもらうきっかけをつくることを目的として次のよう

な啓発・広報活動を行っている。 

 

①こどもエコクラブ 

 「こどもエコクラブ」は次世代を担う子ども達が主体的に行う環境学習及び環境保全に関

する活動を支援することを目的として実施されている事業で、八代市においても平成 7 年 7

月に環境課内にこどもエコクラブの事務局を設置し、自主開催イベントによる啓発活動を

展開している。 

 平成 30年度八代市では 8 クラブ 86 人がこどもエコクラブに登録した。 

 

こどもエコクラブイベント実績（平成 30年度） 

イベント名 開催日時 開催場所 参加人数 

干潟観察会 平成 30年 5 月 26 日(土) 大島干潟 27 

水生生物観察会 平成 30年 8 月 3日(金) 水無川ほたるの里公園 31 

植物観察会 平成 30年 11 月 17 日(土) 大鼠蔵山 14 

野鳥観察会 平成 31年 2 月 3日(日) 球磨川河口右岸（鼠蔵町） 17 

 

②「まちづくり出前講座」 

   ア 目的 

 環境問題に関する出前講座の要望に対しては、環境行政に携わる市職員（環境課及び廃

棄物対策課）が直接出向き、地球環境問題をはじめ私達の生活に身近な環境・自然の状況

について事例紹介等を行い、地球及び本市の環境について考える機会を提供する。 

イ 内容等 

 小・中学校等が希望する環境に関する内容に対し、事前打合せをもとに準備可能なも

のについては、簡易実験等を取り入れ実施しており、また、干潟観察会等の野外活動や

自然観察についても可能な限り対応している。 

ウ まちづくり出前講座事業実績 

 平成 30 年度は、35 回（延べ 1,229 人）の申込みがあった。「エコエイトやつしろ」の

供用開始に伴い、ごみ問題に関する内容の依頼が多かった。 

 

③環境月間等 

   ア 「環境月間」及び「環境の日」 

 6 月 5日は国連の「世界環境デー」であり、これは昭和 47 年 6月にストックホルム国連

人間環境会議の開催を記念して決定されたもので、わが国においても平成3年度からは、

6月を「環境月間」として新たに設け、なお一層の環境保全活動の推進を図っている。 

 また、平成 5 年 11 月に制定された「環境基本法」では 6 月 5 日を「環境の日」と定め

ており、国及び地方公共団体はその趣旨にふさわしい事業を実施するよう明記されてい

る。八代市としてもクリーンな地域環境を維持、向上させるため、次の活動を計画し、

実施した。 
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平成 30 年度「環境月間」行事 

行  事  名 期 日 内      容 

夏の軽装(クールビズ) 
5 月 1 日～ 
10 月 31 日 

市庁舎等の室内温度を 28℃に設定することに伴い、
職員のノーネクタイ・ノー上着ファッションを実施
した。 

市内一斉清掃 
5 月 28 日～ 
6 月 30 日 

環境の日（6月 5日）を中心に町内会において、 
市内一斉清掃（ボランティア）を実施し生活環境の
美化に努めた。 

犬のフン害パトロール 6 月中 
地域を巡回し、飼主がペットのフンを適正に処理す
るよう、広報パトロールを実施した。 

イ 平成 30 年度「環境衛生週間」 

 生活環境の保全及び公衆衛生を向上させるため、「廃棄物の処理及び清掃に関する法

律」の施行日である 9月 24 日（清掃の日）から「浄化槽法」の施行日である 10 月 1日（浄

化槽の日）までの期間「環境衛生週間」にあわせ、八代市では次の活動を実施した。 

 

平成 30 年度「環境衛生週間」行事 

行  事  名 期 日 内      容 

市内一斉清掃 
9 月 25 日～ 
10 月 27 日 

9 月 25 日～10月 27 日の間で、各町内の実情に応
じて、市政協力員等の呼びかけにより町内の清掃
を行い、生活環境の美化に努めた。 

犬のフン害パトロール 
9 月 25 日～ 
10 月 19 日 

地域を巡回し、飼主がペットのフンを適正に処理
するよう、広報パトロールを実施した。 

環境美化推進善行者表彰 10 月 16 日 
日頃から住みよいきれいな地域社会及び美しい
街づくりに尽力している個人、団体を表彰し、そ
の功績を称えた。 

 

（６）八代市環境基本条例 

施  行  平成 17 年 8 月 1 日 

目  的 市における環境政策の理念を定め、市、市民、事業者の責務を明らかにし、

良好な環境の保全及び創造に関する施策の基本となる事項を定める。 

 

（７）第 2次八代市環境基本計画 

計画決定  2019 年 2月 

計画期間  2019 年度から 2026 年度までの 8年間 

目  的 八代市環境基本条例に基づき、市の望ましい地域環境の姿を明らかにし、こ

れを実現するための方針及び取組むべき具体的施策を示すとともに、市民、

事業者及び市のそれぞれが配慮すべき事項を定め、環境像として掲げた「人と

自然が調和するまち やつしろ」の実現を図る。 

 

（８）第 3次八代市地球温暖化対策実行計画［事務事業編］ 

計画決定  2019 年 2月 

計画期間  2019 年度から 2030 年度までの 12年間 

目  的 地球温暖化対策の推進に関する法律に基づき、市の事務事業に伴って発生す

る温室効果ガスの削減に直接又は間接的に寄与する取組を定め、環境負荷の

低減を図る。 

目  標 2013 年度を基準年度とし、基準年度の温室効果ガス総排出量 31,793 ﾄﾝに対し、

2030 年度までに 25,925 ﾄﾝ以下（削減量 5,868 ﾄﾝ）とする。 
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３ 廃棄物対策 

八代市清掃センターは、昭和 50 年から長年にわたり中北町でごみの焼却や中間処理を担ってきま

したが、平成 30 年 7 月から清掃センターに代わり、環境センター（エコエイトやつしろ）が港町で

市内全域のごみ処理を開始しました。環境センターの特色として、エネルギー回収推進施設では、ス

トーカ式焼却炉で1日のごみ処理能力は134トン、焼却灰はセメント資源化を行います。また、ごみ

の焼却熱を利用して蒸気タービン発電機による発電を行い施設内で利用するほか余剰分を売電する

仕組みとなっています。マテリアルリサイクル施設では、資源物の破砕、選別、圧縮処理と保管を行

います。さらに管理棟には150人収容の多目的ホールなどを備え、廃棄物や環境関連の学習拠点とな

ることを目的としています。今後は、環境センターを中心に、ごみの適正処理や減量化に関する啓発

事業を継続してまいります。 

 

（１）ごみ減量化対策事業 

①燃えるごみの有料指定袋排出制度 

   平成11年4月から、有料指定袋制度を導入し、家庭から排出される燃えるごみについては、大袋

50円／枚、中袋35円／枚、小袋20円／枚のごみ処理手数料を負担してもらうことにより、燃え

るごみの減量化の推進とごみ処理に対する受益者負担の適正化に努めている。 

 

②家庭における生ごみの減量化に対する助成制度 

   平成4年度から、生ごみ堆肥化容器の設置世帯に購入金額の半額助成（1世帯3基まで、1基当た

り3,000円を上限とする）を実施している。また、平成9年度からは生ごみ処理機についての助

成制度も実施している。生ごみ処理機の助成額については、平成27年度から上限額を30,000円

に引き上げ、また、生ごみ堆肥化容器の助成額については、平成 30 年度から上限額を 5,000 円

に引き上げ、生ごみの堆肥化等に取り組む市民への支援策を強化し、燃えるごみの減量化を推進

している。 

 

生ごみ堆肥化容器等助成内容 

種 別 助成率 助成額上限 設置基数 

生ごみ堆肥化容器 2分の1  5,000円 1年間に1世帯3基まで 

生ごみ処理機 2分の1 30,000円 5年間に1世帯1機まで 

※ただし、平成29年度までの生ごみ堆肥化容器助成額上限は3,000円。 

 

生ごみ堆肥化容器及び生ごみ処理機設置助成実績 

年度 
区分 

H26 H27 H28 H29 H30 

申請者数（人） 96 137 122 93 88 

設置補助基数（基） 112 157 140 111 98 

助成金交付額（円） 1,084,320 1,808,876 1,365,605 836,674 1,209,214 

 

③段ボール箱を使った生ごみ堆肥化推進事業 

 八代市域内で排出されている燃えるごみの ４割以上を生ごみが占めており、この生ごみの減量

化は継続した課題のひとつである。 

 そこで、平成19年度から手軽に始められる「段ボール箱を使った生ごみ堆肥化」を多くの市民に
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取り組んでもらうため、講習会や出前講座の際に『体験用キット』を無料で配布している。平成

30年度に堆肥化キットを販売する市内店舗がなくなったことから、日常的にこの方法による生ご

み減量化は困難となったため、平成30年度は13名への体験用キット配布に留まっているが、今

後もコンポストや生ごみ処理機等、他の生ごみ減量化行動への導入手法として推奨していく。 

 

④ごみ減量化・リサイクル推進の啓発 

   ごみの減量化やリサイクルを市民の身近な問題として認識してもらうため、これらの情報を出前

講座や市報、市ホームページ、エフエムやつしろ等により発信している。 

 

  ⑤環境学習講師派遣事業 

   平成25年度より、幼少期からのごみや環境に関する教育の重要性に着目し、市内の保育園、幼稚

園、小学校を対象に環境団体等を講師として派遣する学習会を実施している。 

 

（２）廃棄物処理対策事業 

  廃棄物処分場等の周辺環境調査の実施のほか、国土交通省並びに熊本県（八代保健所）と連携して、

廃棄物不法投棄合同パトロールを実施するなど、不法投棄と野焼きの未然防止のための啓発活動な

どを行うことで、廃棄物の適正処理を確保し、生活環境の保全に努めている。 

①昭和同仁町廃棄物処分場周辺環境調査〔2回／年〕 

②二見最終処分場調査〔2～6回／年〕 

③二見最終処分場関係地下水調査〔1回／年〕 

④敷川内環境保全用地周辺地下水調査〔2回／年〕 

⑤敷川内環境保全用地浸出水調査〔4回／年〕 

⑥坂本町今泉地区周辺環境調査〔2回／年〕 

⑦『多量排出事業所』の指定 

 事業系一般廃棄物の「多量排出事業所」を指定し、一般廃棄物減量計画書の提出を義務付け、必

要に応じて助言、指導を行うことで、八代市内における、事業系一般廃棄物の排出抑制とリサイ

クル推進の誘導を図る。〔平成12年度から実施、平成30年度186事業所を指定〕 

⑧廃棄物不法投棄合同パトロール 

 八代市における廃棄物の不法投棄等について、関係機関との連携を強化し、対応の迅速化を図る。

〔平成 7 年度から八代市と熊本県（八代保健所）により実施。平成 21 年度からは国土交通省八

代河川国道事務所、平成 24 年度からは一般社団法人熊本県産業資源循環協会南部支部及び熊本

県建設業協会八代支部も参加〕 

⑨八代市不法投棄監視指導員 

 パトロールによる不法投棄や野焼きの早期発見・早期指導を図るとともに、市民からの通報に対

して迅速かつ適切な対応を図ることを目的に、不法投棄監視指導員として非常勤職員2名を委嘱

し、市民の快適な生活環境の保全に努めている。〔平成 19 年度から嘱託職員 1 名、平成 24 年度

から非常勤職員2名にて、廃棄物の不法投棄等について、監視パトロールや事案の調査及び改善

指導などの業務を実施〕 



－ 173 －



－ 174 －



－ 175 －



－ 176 －

　　　　　　　　　　　　延床面積6,284.97㎡

　　　　　　　施設概要　資源物受入ヤード、保管ヤード

　　　　　　　　　　　　高速回転破砕機（処理能力3.3ｔ/5ｈ）

　　　　　　　　　　　　集じん設備（サイクロン、バグフィルタ、脱臭装置）

　　　　　　管理棟

　　　　　　　工　　期　着工　平成28年9月23日　　しゅん工　平成30年6月7日

　　　　　　　建築概要　鉄筋コンクリート造一部鉄骨造　地上4階　延床面積2,573.57㎡

　　　　　　　施設概要　事務室、会議室、研修室、多目的ホール、環境学習コーナー

　　　　　　　建築概要　鉄骨鉄筋コンクリート造、鉄筋コンクリート造、鉄骨造　地上3階

　　　　　　車庫棟・洗車棟

　　　　　　　工　　期　着工　平成29年3月23日　　しゅん工　平成30年6月8日

　　　　　　　建築概要　鉄骨造　地上1階　延床面積1,332.05㎡

　　　　　　マテリアルリサイクル推進施設

　　　　　　　工　　期　着工　平成28年5月30日　　しゅん工　平成30年7月31日

　　　　　　　処理能力　18ｔ/5ｈ

　　　　　　　処理方式　破砕、選別、圧縮、保管

　　　　　　　処理方式　焼却方式（ストーカ式）＋セメント原料化＋山元還元

　　　　　　　建築概要　鉄骨鉄筋コンクリート造、鉄筋コンクリート造、鉄骨造　地上5階

　　　　　　　　　　　　延床面積8,733.40㎡（ランプウェイ含む）

　　　　　　　施設概要　燃焼設備　　　　　全連続燃焼式ストーカ式焼却炉

　　　　　　　　　　　　燃焼ガス冷却設備　廃熱ボイラ方式（蒸気条件4.0MPa×400℃）

　　  　　　　　　　　　排ガス処理設備　　無触媒脱硝装置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バグフィルタ（薬剤噴霧装置、活性炭吹込装置）

　　  　　　　　　　　　余熱利用設備　　　蒸気タービン（定格出力2,880kW）

　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　熱源供給設備（供給熱量2GJ/h）

　　  　　　　　　　　　排水処理設備　　　生物処理+凝集沈殿+ろ過+膜処理

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場内再利用（無放流）

　　  　　　　　　　　　計量棟・受付棟　　鉄骨造　地上1階　延床面積372.90㎡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計量機（入場2基、退場1基）

　　　　　　　施 工 者　日立造船株式会社

　　　　　　　運営期間　自　平成30年10月1日　　至　平成50年9月30日

　　　　　　　運営業務　八代環境テクノロジー株式会社

　　　　　　　処理能力　134t/日（67t/日×2炉）

　　　　　　※平成30年7月1日より受入を開始

　　　ウ　八代市環境センター（八代市港町299番地）

　　　　　　敷地面積　55,463.81㎡（廃棄物処理エリア 約3.1万㎡、緑地エリア 約2.5万㎡）

　　　　　　エネルギー回収推進施設（ＤＢＯ事業）

　　　　　　　工　　期　着工　平成27年3月18日　　しゅん工　平成30年9月30日
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　　　　　　緑地エリア

　　　　　　　工　　期　着工　平成30年3月28日　　しゅん工　平成31年3月22日

　　　　　　　敷地面積　約2.5万㎡

　　　　　　ﾘｻｲｸﾙ実績　 平成30年度：421.30トン

　　　エ　ごみ焼却処理施設・八代市清掃センター（八代市中北町3743）

　　　　　　　　　　　　資源としてリサイクルするなど、焼却処理による環境負荷の低減や資源

　　　　　　　　　　　　の有効利用に資するため。

　　　　　　施行年月日　平成15年7月1日

　　　　　　委　託　先　八代地域農業協同組合

　　　　　　委　託　料　平成30年度：7,807千円　

　　　オ　八代生活環境事務組合クリーンセンター（八代郡氷川町栫313番地1）

　　　キ　不燃物処理資源化施設（八代市中北町3743）

　　　　　　施設概要は75ページ参照

　　　　　　※平成30年6月30日をもって受入を終了

　　　ク　樹木剪定くずリサイクル事業

　　　　　　目　　　的　樹木剪定くずの処理については、破砕処理後チップ化して、堆肥製造の

　　　　　　※平成30年6月30日をもって運転を終了

　　　　　　※平成30年6月30日をもって八代市からの搬入を終了

　　　　　　※平成30年6月30日をもって八代市からの搬入を終了

　　　カ　八代生活環境事務組合一般廃棄物最終処分場（八代郡氷川町栫353番地1）

　　　　　　施設概要は75～76ページ参照
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②し尿 

ア 収集 

ａ 収集方法 

許可業者：し尿汲取り業 3 業者 バキューム車数 19 台 

         浄化槽清掃業 4 業者 バキューム車数 32 台（うち 28 台は、し尿兼用） 

汚泥濃縮車数 2 台 

脱水汚泥運搬車 1 台 

ｂ 収集実績（平成 30年度）  47,641.12 ㎘ 

 

イ し尿処理施設・八代市衛生処理センター（八代市郡築十二番町 243 番地 2） 

ａ 設 置 

工 期 着工 昭和 34年 2月 10 日  竣工 昭和 36年 9 月 21 日 

施 工 者 大平建設工業株式会社 

消 化 方 式 嫌気性加温式 

処 理 能 力 36kℓ／24H 

総 工 事 費 40,626 千円 

財 源 内 訳 国庫補助 9,213 千円 地方債 21,000 千円 一般財源 10,413 千円 

工事費内訳 主体工事 38,534 千円 

       し尿消化槽機械  消化槽機械工事  電気室工事ほか 

      附帯工事 2,092 千円 

       道路橋梁工事   事務室電気工事  井戸補償  井戸用地 

       電気工事負担金  橋梁拡張     事務費倉庫新築その他 

ｂ 増 設 

工 期 着工 昭和 42年 10 月 15 日  竣工 昭和 44 年 3 月 29 日 

施 工 者 株式会社 西原環境衛生研究所 

消 化 方 式 加温式ネオ促進消化式 

処 理 能 力 50kℓ/24Ｈ 

総 工 事 費 86,106 千円 

財 源 内 訳 国庫補助 23,000 千円 地方債 36,300 千円 一般財源 26,806 千円 

工事費内訳 主体工事 78,492 千円 

       投入設備       給水工事      塩素消毒装置 

       汚泥脱水装置     汚泥濃縮槽     機械器具営繕損料 

       希釈水取水工事    配管工事      電気工事 

       計量ポンプ      消化槽       加温装置 

       予備曝気沈殿池調整槽 ブロワ室      沈殿池 

       機械室        エアレーションタンク ポンプ工事 

      附帯工事 7,614 千円 

       管理事務所建設    さく井追加工事   搬入車道工事 

       希釈水取水附帯工事  放流管工事     基礎工事 

       用地購入費      事務費 

       管理者住宅移転補修工事  テストボーリング工事 

敷 地 面 積 9,490 ㎡ 

現在処理能力 50kℓ/24H（平成 9年 5月、旧系列 36kℓ/24H 休止） 

職 員 数 民間委託 6名 

 

ｃ 延命化工事 

  平成 22 年度に衛生処理センター劣化度診断を実施し、施設の健全度の目視評価 

  平成 23 年度（平成 22 年度繰越明許費） 

   防水工事（管理棟、前処理室、ボイラー棟）、管理棟屋内照明設備更新 
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  平成 24 年度 

   破砕機№１修繕工事、消化槽緊急対策修繕、消化槽汚泥計量槽移設工事 

  平成 25 年度 

   消化槽改修工事（プラント工事）、消化槽改修保温工事（建築工事）、 

   ガスタンク改修工事（機械工事） 

  平成 26 年度 

   前処理施設改修工事（プラント工事）、ばっ気ブロワ取替工事（機械工事） 

    平成 30年度 

     衛生処理センター機器耐震化工事（プラント工事） 

 

ウ し尿処理施設・八代市浄化槽汚泥処理施設（八代市新港町 3丁目 1番地） 

ａ 設 置 

工   期 着工 平成 16 年 9月 21 日  竣工 平成 18 年 12 月 10 日 

施 工 監 理 長藤・金橋委託共同企業体 

施 工 者 プラント     古河産機システムズ株式会社九州支店 

      建築       大同・ユタカ・イーグル建設共同企業体 

      建築電気設備   株式会社イチデン 

      建築機械設備   第一設備工業株式会社 

      トラックスケール 松岡機工株式会社 

処 理 方 式 直接脱水下水道放流方式 

処 理 能 力 96kℓ／8H（浄化槽汚泥） 

総 工 事 費 1,012,490 千円 

財 源 内 訳 地方債 757,200 千円  一般財源 255,290 千円 

施 設 概 要 地下 1階、地上 2 階鉄筋コンクリート造り 

      受入設備、夾雑物除去設備、汚泥脱水設備、用水設備、脱臭設備 

敷 地 面 積 3,993.78 ㎡（H26 年 2月所管換） 

建 物 面 積 1,439.93 ㎡ 

職 員 数 3 名 ・民間委託 4名 

ｂ 脱水汚泥処分（委託処理） 

   （通常期間）（H30.4～H31.3) 

収 集 運 搬 委託業者  有限会社堀口環境（八代市田中北町） 

      車  両  汚泥運搬専用ダンプ（8トン） 

      委 託 料  12,350 円／トン（税抜き）(H30.4,5) 

                  12,700 円／トン（税抜き）(H30.6～H31.3) 

      平成 30 年度決算額  16,443 千円（1,205.85 トン） 

中 間 処 理 委託業者  ハラサンギョウ（株）（長崎県東彼杵郡川棚町） 

      処理方法  焼却後、土壌改良剤または溶融スラグとして再利用 

      委 託 料  11,000 円／トン（税抜き）(H30.4,5) 

            11,000 円／トン（税抜き）(H30.6～H31.3) 

      平成 30 年度決算額  14,326 千円（1,205.85 トン） 

（上記中間処理業者の定期修繕期間） 

収 集 運 搬 委託業者  有限会社堀口環境（八代市田中北町） 

      車  両  汚泥運搬専用ダンプ（8トン） 

      委 託 料  12,900 円／トン（税抜き）（H30.6～H31.3） 

      平成 30 年度決算額  2,598 千円（186.46 トン） 

中 間 処 理 委託業者  三菱マテリアル（株）九州工場（福岡県京都郡苅田町） 

      処理方法  焼却後、セメント原料として再利用 

      委 託 料  12,500 円／トン（税抜き）（H30.6～H31.3） 

      平成 30 年度決算額  2,518 千円（186.46 トン） 

エ し尿処理施設・八代生活環境事務組合衛生センター（八代市鏡町鏡 1375 番地） 

施設概要は 76 ページ参照 
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（２）八代市環境センター建設事業 

  目   的   市内全域で発生するごみ（一般廃棄物）の全量を、将来にわたり安全かつ安

定して処理するために、また、老朽化した清掃センター（1975 年 6 月 30 日供

用開始）に替わる新しいごみ処理施設として、環境センターを建設し、平成 30

年 10 月 1日より供用開始した。 

 
  事 業 内 容  環境センター施設の整備・運営 

・エネルギー回収推進施設整備・運営【施設規模：134ｔ/日】 

・マテリアルリサイクル推進施設整備【施設規模：18ｔ/5ｈ】 

・管理棟、緑地、屋外付帯等整備 

・施設整備に伴う調査、測量等 

 

総 事 業 費  約 24,000,000,000 円（20 年間運営費含む） 

事 業 期 間  平成 22 年度～平成 30 年度（施設整備） 

       平成 30 年度～平成 50 年度（施設運営） 

交付金制度  循環型社会形成推進交付金【環境省】 

       二酸化炭素排出抑制対策事業等補助金【環境省】 

計   画  循環型社会形成推進地域計画（第 2期：H27～H31） 

各年度事業費 

 Ｈ24 年度実績 事業費：   22,723,500 円 

 Ｈ25 年度実績 事業費：   12,909,500 円 

 Ｈ26 年度実績 事業費：  245,469,308 円 

 Ｈ27 年度実績 事業費：  740,321,844 円 

 Ｈ28 年度実績 事業費：2,780,485,549 円 

 Ｈ29 年度実績 事業費：5,974,241,541 円 

 Ｈ30 年度実績 事業費：6,453,373,706 円 

主 な 事 業 

 ・環境影響評価（H22～H25） 

 ・基本計画・設計（H22～H23） 

 ・処理システム検討委員会（H22～H23） 

 ・事業者選定委員会（H24～H26） 

 ・用地購入（H26、H27） 

 ・環境センター施設整備・運営事業（H26～H50） 

 ・環境センター建設事業に伴う設計施工監理（H26～H30） 

 ・環境影響評価事後調査（H26～H31） 

 ・実施設計（管理棟、車庫洗車棟、緑地エリア、緑地エリア便所棟）（H27） 

  

進 捗 状 況 

 ・環境センター建設地の造成工事着手（H27.12） 

 ・環境センターの建設工事（H28.4～H31.3） 

 ・環境センターごみ受入開始（H30.7） 

 ・マテリアルリサイクル推進施設の供用開始（H30.8） 

 ・エネルギー回収推進施設の供用開始（H30.10） 
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